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論文内容の要旨
本論文の主たる目的は n 複素変数の空間の領域 Dの中の解析集合M上で与えられた liLj氏の意味での正則
函数がi 局所的に Dの正則函数のM上への制限となるための条件を求めることにある。主なる結果はMが
複素 n-2 次元で D!乙於けるこつの正則函数の零点として表わされ， この二つの函数が Mのイデアノレのiti
になっている時， 若しM上の正則函数が Mの中の高々 n-4 次元の解析集合を除く Mの各点で局所的に D
の正則凶数のM上への制限であれば， Mの全ての点でそうなるという定理である。例えばこの条件のもと
で，更に D が正則域であれば， D の全体の正則函数が存在して，そのM上への制限が， 始めに与えられた
M上の正則函数に一致することを示している。
論文の審査結果の要旨
浅見lJω論文;は On the set of non normal points of an analytic set (解析集合ω 非正規点ω集合に
ついて)と題するものである。
複ぷ多変数関数論においては一つの似域や後退多秘体の部分解析集合において定義された正則|対数がい
つ全訂i域の正則関数に拡張できるかという問題が一つの主題であって， 浅見君の本論又はこの問題を一つ
の場合について取扱ったものである口 Mを複素 n 次元空間 cn の {ìfi域D の riJ の解析集合とする口 M上の閃
数 f が与えられたとき ， Mの点 X が f の正規点であるとは X のある近傍において f が D における X の
ある近傍で定義された正則関数ω ;!il]似に一致することとし， [対数 f がChYd氏のな'*で;) M上の正民1]1!J:j数で
あることを， Mの正日Ij点はすべて f の正規点となり， かっMの任追:の点に対して f はそのある近出で有界
であることと定義する。本論文の第一の定理は， M上の正則関数 f に対してその非正規点の集合 SN(f) が
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解析集合となることを主張する。これからMの非王規点(すなわち， その点の近傍で定義され，その点を
ゴ1:正規点にもつような.ïf.則関数が少くとも一つ存在するような点)の集合 SN が解析集合であることを言
う Cartan の定ptーが，同氏の「基本補題」を用いて導かれる。さらに集合 SN に関する周知の結果をI吟味
して， Mが複素 k 次元のとき， SN はMの不iE HIJ点集合の (k--l) 次元の成分とMのすべての可約点の集
合の閉笹よりなることが示された。
つぎに，本論文の第二の定理として， Mが cn の中の (n-2) 次元解析集合でD におけるこっの正則関
数の零点として表わされ， かっこの二つ関数がMを定義するイデアノレの基になるとき， M上の正則関数 f
について，もしその非正規点の集合 SN(f) が日々 (n-4) 次元ならば，実は SN(f) は空集合であり，従
って f はMのすべての点で局所的に D の正則関数に拡張されることが証明されている。これはMが (n-l)
次元のとき Sn (f) が高々 (n-3) 次元ならば SN(f) が空集合であることを主張する岡氏の一つの結果を
拡張したものである D また，この定頭の条件はMが二つの (n-l) 次元解析集合でその交叉数が 1 となる
ものの共通集合として表わされるとき充されていることも示されている。
本論文の結果は，岡 潔氏， H. Cartan 等によって開発された解析集合の非E規点の集合に関する一連
の研究に続くものとして価値あるものであるロそこでは， Cartan，岡の定理などが精密化されている。 な
お，この結果は部分的にかつ独立にドイツの Thimm によっても殆んど同時に得られているが， 浅見君
の論文では方法論的にそれと全く異なり，また， Cartan の定理の別証明を与えるなど， 興味あるもので
ある c 参考論文とともに浅見君の研究能力の優秀なることをよく示すものである。 よってこの論文は理学
博士の学位論文としてイ-分価値あるものと認めるう
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